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平成28年６月10日発行

今年も元気に育ってね♪今年も元気に育ってね♪

　５月31日に中奥川でポスト「全国豊かな海づくり大会」のイベントと

して、やまぶき保育園の園児らがアユの稚魚を放流しました。

　このイベントは、平成26年に奈良県で開催された海づくり大会の基本

理念である「山は川で育み、川は海を育む～山・川・海の自然の恵みを

未来に～」を継承し、普及させることを目的としています。
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お
り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
を
通
じ
て
受
付
を
し
て

お
り
、
今
後
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

◆ 

公
共
交
通

Ｑ
．
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

バ
ス
の
乗
り
入
れ
は
あ
る
の
か

Ａ
．
直
接
の
乗
り
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
上
市
駅
か
ら
近
鉄
電
車
に
ス
ム
ー

ズ
に
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

バ
ス
の
時
刻
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
（
１
日
１
往

復
運
行
）
に
乗
車
す
れ
ば
、
大
淀
バ
ス

セ
ン
タ
ー
で
大
淀
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
乗
り
替
え
て
行
け
る
よ
う
連
携

を
と
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
や
ま
ぶ
き
バ
ス
の
運
行
時
間
の

見
直
し
を
し
て
ほ
し
い

Ａ
．
利
用
状
況
等
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
意
見
等
も
伺
い
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
ニ
コ
ニ
コ
号
の
利
用
に
つ
い
て

Ａ
．
幹
線
バ
ス
へ
乗
り
継
ぐ
予
約
制
の

支
線
運
行
便
で
す
。
現
在
は
週
５
日
、

曜
日
で
振
り
分
け
た
路
線
を
運
行
し
て

お
り
、
今
後
は
利
用
状
況
に
よ
り
組
み

換
え
も
行
い
ま
す
。

※
懇
談
会
で
の
主
な
内
容
で
す
。（
順
不
同
）

◆ 

空
家
・
定
住

Ｑ
．
空
家
の
改
修
や
解
体
に
お
け
る

費
用
の
補
助
は
あ
る
の
か

Ａ
．
村
民
及
び
移
住
者
に
対
し
て
改
修

費
用
等
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
家
の
解
体
に
つ
い
て
は
、

国
の
法
律
も
整
備
さ
れ
、
強
制
的
に
執

行
で
き
る
仕
組
み
が
出
来
て
い
ま
す

が
、
個
人
財
産
等
の
問
題
も
あ
り
、
現

在
は
調
査
及
び
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

中
で
す
。

◆ 

高
齢
者
福
祉

Ｑ
．
ら
く
ら
く
元
気
塾
等
健
康
づ
く
り

に
関
連
す
る
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

Ａ
．
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
介

護
認
定
率
の
分
析
や
、
ら
く
ら
く
元
気

塾
を
含
め
た
予
防
対
策
の
見
直
し
、
そ

し
て
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
と
し
て
関
係
団
体
等
で
協
議
会
を

立
ち
上
げ
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
．
一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
対
す
る

通
報
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か

Ａ
．
平
成
27
年
度
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
を

使
用
し
た
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

　
昨
年
10
月
21
日
か
ら
今
年
３
月
28
日
ま
で
の
間
、
公
民
館
及
び
集
会

所
に
お
い
て
集
落
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
26
大
字
で
延
べ

４
２
１
名
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
お
忙
し
い
時
間
帯
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
懇
談
会
で
は
、
栗
山
村
長
か
ら
村
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
村
政
へ
の
課
題
な
ど
多
く
の

ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
地

域
と
役
場
の
『
パ
イ
プ
』
を
太
く
、
ま
た
強
く
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
の
貴
重
な
ご
意
見
を
関
係
部
署
で
の
検
討
を
経
ま
し
て
、
今
後
の

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。



3

広　報　　　　　　　　　　　　JUNE2016かわかみ

※
各
種
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
報

か
わ
か
み
５
月
号
で
「
分
か
り
や
す

い
村
の
補
助
制
度
」
を
折
り
込
ん
で

あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆ 

改
修
・
整
備

Ｑ
．
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

Ａ
．
村
道
に
お
い
て
は
対
処
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
県
道
等
吉
野
土
木
へ
要
請

を
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
緊
急
性
の

あ
る
も
の
か
ら
順
次
実
施
す
る
予
定
で

す
。

Ｑ
．
危
険
個
所
の
修
繕
、整
備
に
つ
い
て

Ａ
．
状
況
確
認
の
う
え
、実
施
し
ま
す
。

◆ 

林
業
活
性
化

Ｑ
．
林
業
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か

Ａ
．
吉
野
か
わ
か
み
社
中
を
設
立
し
た

こ
と
で
、
森
林
施
業
を
拡
大
し
、
林
業

従
事
者
支
援
制
度
を
設
け
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
作
業
道
の
整
備
も
前
向
き

に
行
い
ま
す
。
実
践
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
ま
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◆ 

災
害
・
防
災

Ｑ
．
山
が
崩
れ
、道
が
塞
が
れ
る
等
の
最

悪
の
事
態
に
な
っ
た
場
合
、ど
う
な
る
の
か

Ａ
．
今
年
策
定
し
た
地
域
防
災
計
画
に

は
災
害
が
起
き
た
と
き
の
避
難
方
法
等

を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
基
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
各
地

区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い

て
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

安
全
な
避
難
経
路
・
避
難
場
所
を
把
握

し
、
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
孤
立
す
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た

場
合
は
、
昔
か
ら
あ
る
旧
道
い
わ
ゆ
る

山
道
を
使
う
こ
と
も
踏
ま
え
山
道
の
整

備
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

教
育
・
子
育
て

Ｑ
．
子
育
て
に
お
け
る
悩
み
や
相
談
が

出
来
る
仕
組
み
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

Ａ
．
今
後
対
応
で
き
る
よ
う
行
政
の
仕

組
み
を
改
善
し
ま
す
。

Ｑ
．
子
ど
も
達
が
将
来
に
渡
り
川
上
村

で
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、

高
校
進
学
時
の
支
援
で
あ
る
と
か
、

状
況
に
応
じ
た
施
策
を
考
え
て
も
ら
い

た
い

Ａ
．
村
に
住
み
続
け
て
く
れ
る
こ
と
が

あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、
当
然
支
援

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
校
舎
一
元
化
の
計
画
に
つ
い
て

Ａ
．
就
学
前
教
育
の
大
切
さ
、
小
中
一

貫
教
育
へ
の
移
行
も
踏
ま
え
、
教
育
や

行
政
効
果
は
も
と
よ
り
、
校
舎
を
一
つ

に
し
て
学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
等

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
形
を
つ
く
る
と
し

て
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
基
本
計

画
を
策
定
し
、
実
施
計
画
に
よ
り
施
工

し
て
い
く
と
な
る
と
数
年
は
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
財
源
確
保
、
建
設
場
所
、

方
法
等
、
ど
ん
な
校
舎
が
良
い
の
か
多

く
の
方
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◆ 
生
活
・
環
境

Ｑ
．
水
道
管
（
本
管
）
の
劣
化
が
激
し

い
の
で
修
繕
等
を
検
討
し
て
ほ
し
い

Ａ
．
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
全
体
的

に
老
朽
化
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
簡
水
の
合
併
（
広
域
化
）
も
視
野
に

入
れ
、
優
先
順
位
を
決
め
て
整
備
を
進

め
ま
す
。

Ｑ
．
入
込
客
等
の
路
上
駐
車
や
ゴ
ミ
の

問
題
等
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か

Ａ
．
迷
惑
駐
車
、
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
警
察
等
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
マ
ナ
ー
向
上
に
繋
が
る
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

有
害
鳥
獣
対
策

Ｑ
．
猿
と
鹿
の
被
害
で
困
っ
て
い
る
。

畑
に
囲
い
を
す
る
費
用
の
補
助
金
は

い
く
ら
あ
る
の
か

Ａ
．
村
の
補
助
金
で
は
10
万
円
を
上
限

に
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
置

か
ら
10
年
経
過
す
れ
ば
再
活
用
も
可
能

で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後
は

補
助
割
合
の
見
直
し
も
含
め
検
討
し
ま

す
。
駆
除
に
つ
い
て
は
要
請
が
あ
れ
ば

猟
友
会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自分たちで防災マップを作成
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川
上
村
議
会
役
員
構
成
（
敬
称
略
）

●
議
会
運
営
委
員
会

委

員

長
　
　
　
堀
　
谷
　
正
　
吾

副
委
員
長
　
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

委
　
　
員
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

東
　
谷
　
八
　
宗

中
　
平
　
繁
　
和

●
監　

査　

委　

員
中
　
平
　
繁
　
和

●
総
務
文
教
委
員
会

委

員

長
　
　
　
東
　
谷
　
八
　
宗

副
委
員
長
　
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

委
　
　
員
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

泉
　
谷
　
隆
　
夫

春
　
増
　
　
　
薰

中
　
平
　
繁
　
和

議
　
長
　
　
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

経
済
福
祉
委
員
長
　
津
　
本
　
多
　
正

経
済
福
祉
副
委
員
長

　
堀
　
谷
　
正
　
吾

●
国
道
１
６
９
号

　
　

改
良
促
進
三
村
協
議
会

津
　
本
　
多
　
正

東
　
谷
　
八
　
宗

●
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合

議
会
議
員

議
　
長
　
　
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

総
務
文
教
委
員
長
　
東
　
谷
　
八
　
宗

●
公
益
財
団
法
人

　

吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語

評
議
委
員

●
三
町
村
広
域
行
政
推
進
協
議
会

議
　
長
　
　
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

総
務
文
教
委
員
長
　
東
　
谷
　
八
　
宗

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

経
済
福
祉
委
員
長
　
津
　
本
　
多
　
正

経
済
福
祉
副
委
員
長

　
堀
　
谷
　
正
　
吾

●
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会
議
員

堀
　
谷
　
正
　
吾

●
介
護
保
険
運
営
協
議
会

経
済
福
祉
委
員
長
　
津
　
本
　
多
　
正

●
吉
野
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

津
　
本
　
多
　
正

東
　
谷
　
八
　
宗

堀
　
谷
　
正
　
吾

　

５
月
９
日
に
平
成
28
年
第
２
回
川
上
村
議
会
臨
時
会
を
開
催
。
１
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
及
び
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
委
員
な
ど
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
経
済
福
祉
委
員
会

委

員

長
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

副
委
員
長
　
　
　
堀
　
谷
　
正
　
吾

委
　
　
員
　
　
　
松
　
本
　
博
　
行

東
　
谷
　
八
　
宗

春
　
増
　
　
　
薰

中
　
平
　
繁
　
和

経
済
福
祉
委
員
長
　
津
　
本
　
多
　
正

●
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員

中
　
平
　
繁
　
和

●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会
議
員

川
上
村
議
会
議
長
に
　
春
　
増
　
　
　
薰
　
氏

　
　
　
　
副
議
長
に
　
中
　
平
　
繁
　
和
　
氏

第
２
回

川
上
村
議
会
臨
時
会
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５
月
28
日
、
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
（
宮

の
平
）
に
お
い
て
、
大
台
ケ
原
・
大
峯

山
・
大
杉
谷
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
拡

張
記
念
登
録
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
　

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
磯
田
博
子
氏

（
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
）
か
ら
、

尾
上
武
義
町
長
（
三
重
県
大
台
町
）
に

登
録
証
を
授
与
。
そ
の
後
、
エ
コ
パ
ー
ク

の
活
動
報
告
や
流
域
連
携
の
可
能
性
に

つ
い
て
関
係
者
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　
村
と
し
て
は
、
今
後
も
自
然
環
境
や

人
と
自
然
の
つ
な
が
り
を
守
り
つ
つ
、

自
然
を
活
か
し
た
産
業
の
発
展
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。 登録証が授与されました

　
４
月
25
日
、
吉
野
町
・
下
市
町
・
黒
滝
村
・
天
川
村
・
下
北
山
村
・
上
北
山
村
・

川
上
村
・
東
吉
野
村
で
申
請
し
た
、「
森
に
育
ま
れ
、
森
を
育
ん
だ
人
々
の
暮
ら
し

と
こ
こ
ろ
～
美
林
連
な
る
造
林
の
発
祥
の
地
〝
吉
野
〟
～
」
が
新
た
に
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
昨
年
の
「
日
本
国
創
生
の
と
き

－

飛
鳥
を
翔
け
た
女
性
た
ち
」

（
明
日
香
村
・
橿
原
市
・
高
取
町
）
に
続
く
２
例
目
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

構成文化財に含まれた歴史の証人

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
…

　「
我
が
国
造
林
発
祥
の
地
で
あ
る
奈

良
県
吉
野
地
域
に
は
、
約
５
０
０
年
に

わ
た
り
培
わ
れ
た
造
林
技
術
に
よ
り
育

ま
れ
た
重
厚
な
深
緑
の

絨
じ
ゅ
う

毯た
ん

の
如
き

日
本
一
の
人
工
の
森
と
、
森
に
暮
ら
す

人
々
が
神
仏
坐ざ

す
地
と
し
て
守
り
続
け

る
野や

趣し
ゅ

溢あ
ふ

れ
る
天
然
の
森
が
、
訪
れ
る

人
々
を
圧
倒
す
る
景
観
で
迎
え
て
く
れ

る
。

　
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
そ
れ
ら
の
森

を
長
き
に
わ
た
っ
て
育
み
、
育
ま
れ
る

中
で
作
り
上
げ
た
食
や
暮
ら
し
の
文
化

が
今
に
伝
わ
り
、
訪
れ
る
者
は
そ
れ
を

体
感
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。」

と
い
う
も
の
で
す
。

日
本
遺
産
と
は
…

　
文
化
庁
が
地
域
の
歴
史
的
建
造
物
や

伝
統
芸
能
な
ど
有
形
・
無
形
文
化
財
を

ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
と
め
て
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
の
タ
イ
プ
は
単
一
の
市

町
村
で
完
結
す
る
「
地
域
型
」
と
複
数

の
市
町
村
を
ま
た
が
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー

を
展
開
す
る
「
シ
リ
ア
ル
型
」
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
シ
リ
ア
ル
型
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成
文
化
財

　
今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
関

係
す
る
川
上
村
の
文
化
財
は
、
吉
野
川

源
流

－

水
源
地
の
森
、
三
之
公
川
ト
ガ

サ
ワ
ラ
原
始
林
、
土
倉
翁
屋
敷
跡
、「
土

倉
翁
造
林
頌

し
ょ
う

徳と
く

記
念
」
岸が

ん

壁ぺ
き

碑ひ

文ぶ
ん

、
下

多
古
村
有
林
、
吉
野
川
の
開
削
跡
、
吉

野
の
天
然
林
と
人
工
林
、
不
動
窟
鍾

し
ょ
う

乳

洞
、
丹
生
川
上
神
社
、
山
の
神
の
信
仰
、

吉
野
建
、
吉
野
の
樽た

る

丸
製
作
技
術
、
割

箸
製
作
技
術
、
粽

ち
ま
き

と
で
ん
が
ら
、
吉
野

葛
、
柿
の
葉
寿
司
の
16
点
で
す
。

「
吉
野
」
が

　
　
　
日
本
遺
産
に
登
録
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　全国源流サミットでは、毎年、全国の源流に位

置する自治体が集い、源流の魅力や大切さを再確

認するとともに、全国に向けて源流再生に向けた

取り組みを発信しています。今年は四万十川源流

の愛媛県松野町で開催されます。

と　　き　平成28年７月29日（金）   

　　　　　午前８：00頃川上村発

30日（土）全国源流サミット参加

31日（日）午後７：00頃川上村着

※チャーターバスでの長距離移動となります。

参 加 費　お一人につき20,000円

　　　　　（食事代、宿泊費等含む）

申込期間　平成28年６月24日（金）まで

定　　員　30名（定員を超える場合は抽選）

申込方法　下記までお電話でお申し込みください

【問い合わせ先】

水源地課　℡ ５２－０１１１

第７回全国源流サミットin愛媛県松野町

に参加しませんか

　
５
月
21
日
に
森
と
水
の
源
流
館
が
、

渡
部
彩
香
さ
ん
（
筑
波
大
学
植
物
寄
生

菌
学
研
究
室
）
の
菌
類
の
調
査
協
力
を

行
い
ま
し
た
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
、
和
名
の
ま
だ
付
い
て
い
な
い

E

　エ
オ
ク
ロ
ナ
ル
チ
ウ
ム

　
　
　
　
　ム
ス
キ
コ
ー
ラ

o
cro

n
a
rtiu

m
m

u
scico

la
と
い
う

高
さ
５
～
15
㎜
、
直
径
１
㎜
程
度
の

白
っ
ぽ
い
菌
類
（
キ
ノ
コ
）
で
、
コ
ケ

植
物
に
寄
生
す
る
特
異
な
生
態
を
持
っ

て
い
ま
す
。
世
界
に
広
く
分
布
し
、
日

本
で
も
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
研
究
例
が
少
な

く
、
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
の
か

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
た
ま
ま
の
菌
類
で
す
。

　
川
上
村
は
今
年
、
村
全
体
が
大
台
ケ

原
・
大
峯
山
・
大
杉
谷
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
（
生
物
圏
保
存
地
域
）
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
三
つ
の
機
能
の
一

つ
で
あ
る
「
学
術
的
研
究
支
援
」
は
こ

の
地
域
の
宝
物
を
発
見
し
、
守
り
、
活

用
す
る
基
礎
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
重

要
な
も
の
で
、
10
年
ご
と
の
ユ
ネ
ス
コ

で
の
定
期
的
検
討
の
際
の
資
料
と
も
な

り
得
る
も
の
で
す
。
今
後
も
、
人
文
、

自
然
科
学
の
分
野
を
問
わ
ず
村
内
で
の

研
究
支
援
や
情
報
収
集
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
に
基
づ
く
結

果
に
つ
い
て
も
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

調
査
を
終
え
て
…

　
私
は
、
筑
波
大
学
で
植
物
の
病
気
を

引
き
起
こ
す
菌
（
カ
ビ
と
か
キ
ノ

コ
）
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
川
上
村
で
コ
ケ
に
寄
生
す
る
菌

E
o
cro

n
a
rtiu

m
m

u
scico

la
の
採
集

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。上
多
古
、

東
川
の
沢
沿
い
を
歩
い
て
い
く
と
群
を

な
し
て
育
つ
菌
が
見
ら
れ
、
感
動
し
ま

し
た
。
他
の
場
所
で
は
見
つ
け
る
の
が

と
て
も
難
し
い
菌
な
の
で
す
。
今
日
訪

れ
る
ま
で
、
奈
良
と
い
っ
た
ら
「
大
仏

と
シ
カ
」
く
ら
い
し
か
言
え
な
か
っ
た

私
で
す
が
、
こ
の
川
上
村
の
底
知
れ
な

い
生
物
多
様
性
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
（
渡
部
彩
香
　
筑
波
大
学
）

タマゴケに寄生していた
Eocronartium muscicola

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

新
た
な
財
産
へ

　任期満了に伴う村長選挙が７月10日（日）に

実施されます。

　皆さん、そろって投票しましょう。

【問い合わせ先】

　川上村選挙管理委員会　℡ ５２－０１１１

川上村長選挙

告示日 ７月５日（火）

投票日 ７月10日（日）
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と
　
き
　
平
成
28
年
6
月
28
日
（
火
）

19
時
～

と
こ
ろ
　
役
場
第
二
会
議
室

テ
ー
マ
　
お
お
た
き
龍
神
湖
周
辺
の
利

活
用
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

定
住
促
進
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

村
づ
く
り
塾 

活
動
中
で
す
！

　
今
後
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
、
学

び
・
考
え
る
「
村
づ
く
り
塾
」
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
村
内
見
学
や
講
師
を
招

い
て
の
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

会
議
な
ど
で
す
。

　『
飲い

ん

水す
い

思し

源げ
ん

』
こ
の
言
葉
と
の
出
会

い
は
衝
撃
的
で
あ
り
ま
し
た
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
は
、
本
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
早

く
か
ら
「
ト
ヨ
タ
の
森
」
な
ど
を
整
備

し
、
自
然
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て
き
た

企
業
で
す
。
そ
の
傘
下
で
あ
る
奈
良
ト

ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
（
取
締
役
社
長

菊
池
攻
氏
）
へ
お
礼
と
〝
営
業
〟
に
出

向
い
た
際
、
特
別
室
に
飾
っ
て
あ
っ
た

言
葉
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　『
飲
水
思
源
』
と
は
、
中
国
故
事
成

句
の
一
つ
で
、「
水
を
飲
む
者
は
そ
の

源
に
思
い
を
致
せ
」
つ
ま
り
井
戸
の
水

を
飲
む
際
は
、
井
戸
を
掘
っ
た
人
の
苦

労
を
思
え
と
し
て
受
け
た
恩
は
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
戒
め
で
あ
り
、
菊

池
社
長
の
祖
父
の
思
い
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
水
源
地
の
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
川

上
宣
言
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
る
本
村

に
と
っ
て
、
こ
の
思
い
は
何
と
も
頼
も

し
く
心
強
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
出

会
い
は
、
長
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
荒
井
敦
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
音
楽
の
森
＝
奈
良
市
）
と
の
ご

縁
が
き
っ
か
け
で
、「
未
来
へ
の
風
景

づ
く
り
」
事
業
へ
の
協
賛
（
広
報
か
わ

か
み
６
月
号
）
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

　
今
一
度
、
心
あ
ら
た
に
水
源
地
の
村

づ
く
り
に
励
む
覚
悟
で
す
。

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

　
私
は
高
原
で
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
に

嫁
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
戦
争
、
伊
勢

湾
台
風
と
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
土
地
が
大
好
き
で
す
。

　
振
り
返
え
る
と
時
代
が
変
わ
っ
た
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
す
る
こ

と
な
す
こ
と
が
、
と
て
も
懐
か
し
く
思

え
ま
す
。
母
親
に
多
く
の
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
に
共
通
す
る

こ
と
は
〝
手
作
り
〟
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　
例
え
ば
、
味
噌
作
り
に
つ
い
て
、
大

豆
の
種
ま
き
に
始
ま
り
、
干
し
た
大
豆

の
豆
か
ち
も
女
の
人
の
仕
事
で
す
。
昔

は
木
の
桶
で
仕
込
み
、
木
の
香
り
と
味

噌
の
香
り
が
混
ざ
っ
て
美
味
し
そ
う
で

し
た
。

　
現
在
の
ポ
リ
の
桶
で
は
、
え
え
も
ん

が
出
来
ん
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
必
ず
毎
月
二
十
四
日
に

水
と
花
を
下
げ
て
、
お
地
蔵
さ
ん
に
お

参
り
を
し
ま
す
。
お
供
え
の
花
は
自
分

で
一
生
懸
命
作
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
（
最
近
の
若
い

人
が
聞
い
た
ら
、
笑
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
）
子
ど
も
を
守
っ
て
く
れ
る
だ
け

で
な
く
、
首
か
ら
上
の
病
を
治
す
「
タ

カ
ダ
ン
シ
ャ
ク
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
聞
い
た
話
や
け
ど
、
私
の
父
親
が
子

ど
も
の
時
、
山
で
ヘ
ビ
が
出
た
の
で
殺

し
た
。
そ
の
後
、
中
奥
の
山
へ
木
挽
き

に
行
く
と
目
が
痛
く
な
り
、
な
か
な
か

治
ら
ん
か
っ
た
。
す
る
と
あ
る
寺
で
、

地
蔵
さ
ん
が
出
て
き
て
拝
む
と
目
の
痛

い
の
が
治
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、

嬉
し
く
て
生
卵
を
持
っ
て
お
礼
参
り
に

い
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
来
、
私
も

お
参
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
味
噌
造
り
の
関
係
で
都
会
の

小
学
生
や
大
人
の
方
と
交
流
を
す
る
機

会
が
あ
り
、
自
分
流
の
つ
く
り
方
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
週
土
曜

日
の
山
い
き
市
に
も
出
荷
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　
私
は
、
地
元
か
ら
離
れ
る
こ
と
な

く
、
美
味
し
い
も
ん
（
野
菜
）
を
作
ろ

う
と
励
ん
で
畑
に
通
う
、
こ
の
充
実
し

た
毎
日
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
高
原

が
好
き
で
、
特
に
青
葉
若
葉
が
生
い
茂

る
こ
の
季
節
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

「
き
ょ
う
と
い
よ
ぉ
」「
あ
り
ゃ
」

「
今
日
は
雨
や
の
ぉ
」

「
今
日
は
天
気
や
な
ぁ
」

と
言
い
な
が
ら
…
。

中
辻
　
ミ
ヱ
子

7
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◇
ゆ
と
り
教
育
と
の
決
別
？

　
５
月
10
日
、
馳

浩

文
科
大
臣
が

「
ゆ
と
り
教
育
と
の
決
別
を
宣
言
す

る
」
と
の
発
言
を
さ
れ
、
教
育
関
係
者

に
動
揺
が
走
り
ま
し
た
。

◇
ゆ
と
り
教
育
以
前

　
明
治
維
新
以
来
、
わ
が
国
は
欧
米
に

追
い
付
け
追
い
越
せ
と
い
う
教
育
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
人
の
持
ち
前

の
勤
勉
さ
や
不
断
の
努
力
に
よ
り
、
短

期
間
で
目
を
見
張
る
成
果
を
上
げ
ま
し

た
。
特
に
、
太
平
洋
戦
争
後
は
、
敗
戦

の
憂
き
目
を
バ
ネ
に
国
際
競
争
に
勝
ち

抜
く
た
め
の
力
の
養
成
意
欲
が
猛
烈
に

高
ま
り
、
教
育
に
そ
の
期
待
の
多
く
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界

が
驚
く
早
期
戦
後
復
興
を
成
し
遂
げ
、

資
源
小
国
な
が
ら
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

経
済
大
国
日
本
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
世
の
中
か
ら
貧
乏
と
い
う
言
葉
が
消

え
、
国
民
の
多
く
が
中
流
階
級
意
識
を

持
つ
ほ
ど
生
活
も
豊
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
家
庭
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
れ
ば

「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
、

「
企
業
戦
士
」
や
「
列
島
改
造
」
が
も

て
は
や
さ
れ
る
世
情
が
生
じ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
い
い
学
校
」
を
出

て
「
い
い
会
社
」
に
就
職
す
れ
ば
幸
せ

な
生
活
が
送
れ
る
と
ば
か
り
、
遊
び
や

家
庭
の
手
伝
い
よ
り
勉
強
が
大
事
、
学

校
が
引
け
た
ら
塾
通
い
と
い
う
生
活
が

一
般
的
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
落
ち
こ
ぼ
れ
」「
不
登
校
」「
問
題
行

動
」
な
ど
を
生
じ
さ
せ
、
今
ま
で
の
教

育
は
、「
詰
め
込
み
教
育
」「
没
個
性
教

育
」
「
ゆ
と
り
の
な
い
教
育
」
と
批
判

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
ゆ
と
り
教
育
と
は

　
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
教
育
の
あ
り
方

を
見
直
し
作
成
さ
れ
た
１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
の
「
学
習
指
導
要
領
」
に
よ

り
行
わ
れ
た
２
０
０
２
（
同
14
）
年
か

ら
２
０
１
２
（
同
24
）
年
の
教
育
の
こ

と
を
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
ゆ
と
り
と
呼
ば
れ
る
所
以
は
、
教
育

内
容
を
大
幅
に
整
理
、
教
科
の
時
間
を

減
ら
し
、
休
み
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
の
学
力
が
低
下
し
て
国
際

競
争
力
に
引
け
を
取
る
心
配
が
出
て
き

た
と
し
て
揶
揄
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

◇
利
点
に
つ
い
て

  

ま
ず
教
育
の
方
法
が
教
師
主
体
の
一

斉
授
業
か
ら
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学

ぶ
授
業
に
変
化
し
ま
し
た
。
自
ら
の
課

題
を
見
つ
け
、
考
え
、
問
題
解
決
し
て

い
く
活
動
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
）
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
評
価
も
相
対
評
価
か
ら
絶
対
評
価
に

変
わ
り
、
他
と
の
比
較
で
は
な
く
、
目

標
に
照
ら
し
て
そ
の
達
成
度
に
よ
り
評

価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
知
識
量
よ
り
も

学
習
に
向
け
る
「
関
心
・
意
欲
・
態

度
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
は
生
涯
学
習
社
会
の
到
来
に

沿
っ
た
考
え
方
で
、
変
化
す
る
時
代
へ

の
適
応
力
を
備
え
る
た
め
の
学
び
と
学

習
の
持
続
性
の
大
切
さ
を
示
し
て
い
ま

す
。

◇
時
流
に
流
さ
れ
ず
…

　
意
見
は
様
々
で
す
が
、
人
生
80
年
を

有
意
義
に
生
き
抜
く
た
め
に
は
時
流
に

流
さ
れ
ず
、
「
確
か
な
も
の
」
を
見
極

め
る
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

教
育
か
わ
か
み

第
41
回

教
育
長
通
信

◇
6
・
7
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

12
㈰

日
曜
学
校

13
㈪

振
替
休
日

15
㈬

立
哨
指
導

文
化
ク
ラ
ブ

田
植
え
体
験

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修

17
㈮

お
話
し
会

20
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

21
㈫

交
通
安
全
教
室

村
探
検

27
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

28
㈫

期
末
テ
ス
ト
①

29
㈬

授
業
研
究

期
末
テ
ス
ト
②

30
㈭

期
末
テ
ス
ト
③

１
㈮

村

内

社

明

パ

レ

ー

ド

全
校
水
泳

４
㈪

個
人
懇
談

ハ
ロ
ー
英
語

５
㈫

個
人
懇
談

校
内
球
技
大
会

６
㈬

全
校
相
談
会

７
㈭

プ
ー
ル
点
検

８
㈮

全
校
水
泳

10
㈰

英
語
検
定（

二
次
）
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総
合
検
診
の
お
知
ら
せ

　
「
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
…
」
こ
れ
ら
は
別
々
に
発

症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
日
々
の
生
活
習
慣
の
結
果
が
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進

行
し
、
気
が
つ
く
頃
に
は
重
大
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
は
、
健

康
保
険
税
を
納
め
る
全
て
の
人
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

申
込
み
の
流
れ

①
通
知
に
つ
い
て

　
世
帯
毎
に
申
込
書
を
発
送
し
ま
す
。（
６
月
中
旬
）

②
申
込
み
方
法

　
７
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
区
長
ま
た
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
申

込
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
混
乱
や
間
違
い
を
避
け
る
た
め
、
電
話
で
の
お
申
込
み
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

③
申
込
受
付

　
８
月
下
旬
頃
に
「
受
診
の
お
知
ら
せ
」
と
「
問
診
票
」
を
郵
送
し

ま
す
。
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
検
診
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

検

診

日

検
診
場
所

９
月
11
日
（
日
）

川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宮
の
平
）

９
月
12
日
（
月
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
北
和
田
）

９
月
13
日
（
火
）

東
川
公
民
館

対

象

者

加
入
の

医
療
保
険

実
施
方
法
に
つ
い
て

費
用

特　定　健　診

40
～
74
歳
の
男
女

国民健康保険

※
空
腹
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
に
送
付
し
た
「
受
診
券
」
で
個
別
に

受
診
さ
れ
た
方
は
今
回
の
特
定
健
診
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

無　料

国民健康

保険以外

の保険　

ご
加
入
の
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
男
女

後期高齢者医療

　
生
活
習
慣
病
よ
り
も
、
介
護
予
防
に
重
点

を
置
い
た
健
診
・
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
空
腹
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
に
送
付
し
た
「
受
診
券
」
で
個
別
に

受
診
さ
れ
た
方
は
今
回
の
特
定
健
診
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

無　料

20
～
39
歳
の
男
女

区　別　な　し

（加入の保険に関わらず　　　　

　　　　　　　　受診できます）

＊
空
腹
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

各種がん検診など

20
歳
以
上
の
女
性

◆
子
宮
頚
部
が
ん
検
診

30
歳
以
上
の
女
性

◆
乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

◆
胃
が
ん
検
診

◆
大
腸
が
ん
検
診

◆
肺
が
ん
検
診

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

65
歳
以
上
の
男
女

◆
結
核
検
診

※
胃
が
ん
検
診
は
、
絶
飲
食
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い

※
大
腸
が
ん
検
診
は
代
理
人
に
よ
る
提
出
も

可
能
で
す
。

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
今
ま
で
に
検
診

を
受
診
さ
れ
た
方
や
治
療
経
験
の
あ
る
方

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
生
活
保
護
受
給
者
も
特
定
健
診
の
対
象
と
な
り
、
負
担
金
は
無
料
で
す
。
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６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と
口
の
健

康
習
慣
」
で
す
。
日
本
で
は
、
成
人
の

約
８
割
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
は
一
般
に
「
歯
槽
膿
漏
」

と
呼
ば
れ
、
歯
を
支
え
る
歯
周
組
織

（
セ
メ
ン
ト
質
、
歯
肉
、
歯
根
膜
、
歯

槽
骨
な
ど
）
が
炎
症
に
よ
っ
て
お
か
さ

れ
る
病
気
で
す
。
歯
と
歯
の
間
や
、
歯

と
歯
ぐ
き
の
境
目
に
溜
ま
っ
た
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
中
の
細
菌
が
毒
素
を
出

し
、
歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
炎
症
が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
と
最
後

に
は
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
歯
周
病
の
影
響
は
口
の
中
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誤
嚥
性
肺
炎
や
動
脈
硬

化
、
心
内
膜
炎
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気

と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
歯
周
病
の
初
期
の
症
状
は
…

　
①
わ
か
り
や
す
い

　
②
わ
か
り
に
く
い

　
正
解
は
…
②
の
「
わ
か
り
に
く
い
」

で
す
。
歯
周
病
は
、
気
が
つ
か
な
い
う

ち
に
悪
化
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
毎

日
の
予
防
が
大
切
で
す
。

・
歯
磨
き
を
き
ち
ん
と
行
い
ま
し
ょ
う

・
食
生
活
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
り
ん
ご
、
小

魚
、
豆
類
の
よ
う
な
か
み
ご
た
え
の
あ

る
食
べ
物
は
歯
の
汚
れ
を
取
り
、
歯
ぐ

き
を
鍛
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

・
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
し
ま
し
ょ
う

・
歯
の
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
私
は
入
れ
歯
だ
か
ら
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
義
歯

等
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
の
お
口
の
手

入
れ
は
と
て
も
大
切
で
す
。
義
歯
の
洗

浄
だ
け
で
な
く
残
っ
て
い
る
歯
も
し
っ

か
り
と
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入

れ
歯
が
合
わ
な
い
と
感
じ
た
ら
我
慢
し

た
り
自
分
で
調
節
し
た
り
せ
ず
歯
科
医

院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
で
は
、
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食

事
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
口
の
中
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳

細
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課

保
健
師

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

男性料理教室開催のお知らせ
　簡単でおいしく、栄養バランスのとれたレシピ

をご紹介します。

　一人暮らしの方や料理をされる方はもちろん、

料理をしたことがない方も大歓迎！

　一人で参加するのはちょっと…という方はお連

れ様との参加もＯＫです。

　たくさんの方の参加をお待ちしています。

と　　き　平成28年６月21日（火）

10：00～14：00

（受付時間　９：50～10：00）

と こ ろ　川上総合センター

１階栄養指導室・調理実習室

対　　象　村内在住の男性

内　　容　調理実習・レクリエーション

持 ち 物　エプロン・三角巾・筆記用具

参 加 費　無料

主　　催　川上村食生活改善推進員協議会・川上村

申込締切　６月16日（木）

【問い合わせ先】

住民福祉課 保健師　℡ ５２－０１１１

と　き　６月16日（木）納田先生「ヨガ」※

　　　　６月28日（火）ニコニコマザールーム

時　間　午前10時00分～11時30分

持ち物　お茶・タオルなど

※動きやすい服装でお越しください

【問い合わせ先】

やまぶき保育園　℡ ５２－００１９

住 民 福 祉 課　℡ ５２－０１１１

の び っ 子 広 場

　「第44回差別をなくす村民集会」を開催します。

　多数のご参加をお待ちしています。

【問い合わせ先】

住民福祉課　℡ ５２－０１１１

差 別 を な く す 村 民 集 会
と　き　７月15日（金）

受付　午後１時から

開会　午後１時30分から

ところ　やまぶきホール（宮の平）

初めまして！

５月から採用された

本
もと

めぐみです。
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対
象
者

提
出
物

現
在
、

　
手
当
を
受
給
中
の
方
全
員

◆
現
況
届

※
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、ご
返
送
く
だ
さ
い
。

厚
生
・
共
済
年
金
に

　
　
　
　
加
入
し
て
い
る
方

◆
請
求
者
名
義
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で

　
「
川
上
村
」
に

　
　
　
　
住
所
が
な
か
っ
た
方

◆
平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
度
分
）
所
得
証
明
書

※
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
登
録
し
て
い

た
市
町
村
か
ら
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
が

　「
村
外
」
に

　
　
　
住
民
登
録
し
て
い
る
方

◆
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

◆
申
立
書

　
児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る
方
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況

を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
送
付
し
て
い
る
「
現
況
届
」
を
必
ず
平
成
28
年
６
月
30
日
ま
で
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

【
提
出
す
る
も
の
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

「
児
童
手
当
」
を
受
給
さ
れ
る
方
は

　
６
月
30
日（
木
）ま
で
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
６
月

　
６
月

忘れないでね !

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

て
、
日
本
で
働
い
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
岐
阜
で
２
年
間
、
京
都
で

３
年
間
働
き
な
が
ら
、
日
本
語
を
上
達

す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
お
か
げ
で

日
常
会
話
は
特
に
問
題
な
く
、
日
本
で

の
生
活
に
も
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
本
人
の
友
達
も
増
え
、
そ
の
中

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
横
堀
夫
妻
が

い
ま
し
た
。

　
昨
年
、
枌
尾
の
宿
ハ
ナ
レ
で
行
わ
れ

た
２
人
の
結
婚
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

あ
の
時
、
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
を
感

じ
、
空
ま
で
届
き
そ
う
な
杉
の
香
り
、

つ
づ
ら
折
り
の
川
の
声
を
聴
き
、
と
て

も
美
し
い
村
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
川
上
村
の
温
か
さ
と
美
し
さ
を
世

界
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
川
上
村
に
引
っ
越
し
て
一
番
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
と
話
し
を

す
る
こ
と
で
す
。

　
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
一
緒
に
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
村
の
こ
と
で
も
世
界
の
こ

と
で
も
、
い
ろ
い
ろ
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
初
め
ま
し
て
、
マ
タ
レ
ー
ゼ
・
エ

リ
ッ
ク
で
す
。
６
月
か
ら
川
上
村
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
な
り
、
上
多
古
に
住

ん
で
い
ま
す
。
趣
味
は
、
日
本
の
小
説

を
読
む
こ
と
、
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
、

料
理
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。

　
気
軽
に
エ
リ
ッ
ク
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
近
く
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
と
大
学

で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し
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　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国

瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、川上村以外の地域でも様々な手段を用いて情

報伝達訓練が行われます。

（１）訓練実施日時 　平成28年６月23日（木）10時15分ごろ

（２）訓練で行う放送試験

【問い合わせ先】総務税務課　℡ ５２－０１１１

情報伝達手段 放　　送　　内　　容

防災行政無線

各世帯に設置してある防災行政無線から、一斉に次のように

放送されます。

【放送内容】

♪（上り４音チャイム） ♪ 

 　（只今から訓練放送を行います。） 

★［緊急地震速報チャイム音 

☆　緊急地震速報。大地震です。大地震です。 

★　これは訓練放送です。］×３回 

☆（これで訓練放送を終わります。） 

♪（下り４音チャイム）♪

防災行政無線を用いた

情報伝達訓練を実施します！

　吉野町・川上村・東吉野村の三町村では『吉野

三町村雇用創造協議会』として厚生労働省の実践

型地域雇用創造事業の委託を受け、産業・雇用再

生プロジェクトを平成28年７月１日より実施しま

す。協議会は各町村に加え、商工会、観光協会、

㈱南都銀行、奈良県で構成されています。

　具体的な事業としては、地域内の事業者や求職

者を対象とした、各種セミナーの開催やジビエ肉

を活用した新商品の開発、自然満喫ツアーの造成

を実践していく予定です。多くの事業者や求職者

の皆様にご活用いただき、より多くの雇用を創出

し、日本創成会議・人口減少問題検討分科会の推

計による「消滅可能性」自治体から脱出すること

をめざします。

実施期間　平成28年７月１日～平成31年３月31日

【問い合わせ先】

吉野町役場文化観光交流課

　　　℡ ０７４６－３２－３０８１

めざせ！ふるさと吉野地域の復活！
～消滅危機から脱出するための

産業・雇用再生プロジェクト～

６月は土砂災害防止月間です。

　毎年各地で土砂災害が頻発し、特に平成23年

９月に村でも大きな災害が発生した紀伊半島大

水害や平成26年８月豪雨により広島市を中心に

大規模な土砂災害が発生したことは、記憶に

新しいところです。

　多くの土砂災害は、梅雨や台風などの大雨や

長雨によって発生します。今後、梅雨や台風の

時期が到来しますので、住民の方々におかれま

しても日頃から避難場所や避難経路等を確認し

ておき、気象情報等を参考にしながら早めの

避難を心がけましょう。

【問い合わせ先】

　役場総務税務課

　　℡ ５２－０１１１
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

■匠の聚フォトコンテスト2016作品募集！

　川上村の情景～あなたが捉える川上村の魅力～

と題し、心動かす作品を広く募集いたします。自

然風景や動・植物などのネーチャーフォト部門、

また人々の暮らしや催事、文化や歴史など時代や

社会が写し出されているドキュメント部門があ

り、１人何点でもご応募が可能です。写真をとお

して川上村の魅力を大勢の方にお届けしたいと考

えています。どしどしご応募ください。

締　切　平成28年９月30日（金）

発　表　平成28年10月下旬

表　彰　平成28年10月下旬予定

※応募用紙（自作可）に必要事項を明記の上、作

品裏面に貼付のうえ匠の聚までご応募くださ

い。応募票は匠の聚ホームページからダウン

ロードすることも可能です。

■かわかみ遊水フェスタ2016
　「森と水とアートの夏休み」と題して、今年も

夏に遊水フェスタが開催されます。匠の聚からも

様々な体験イベントを企画していますので、ぜひ

参加してみてください。

　「木のピンボールづくり」

　木片と釘を自由にレイアウトしてピンボールを

つくります。

と　き　平成28年７月23日（土）・24日（日）

じかん　各日13：00～16：00

ところ　匠の聚

定　員　各日先着15名（定員になり次第締切）

費　用　2,500円（税・材料費込）

講　師　木彫・松本一平

締　切　平成28年７月16日（土）

【申し込み・問い合わせ先】

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》

■おはなしカーニバル共催
　　　　　　　「森守募金キャンペーン」

森と水の源流館入館料無料!!

■水源地の森ツアー
　和歌山で海へとつながる全長136㎞の吉野川紀

の川。川上村に連なる山々がその源です。

　今、この瞬間も私たちにかけがえのない水を届

けてくれる源流の森とはどんなところでしょう

か。

　森の入り口にそっとお邪魔し、その魅力にふれ

るガイドツアーです。　

と　き　平成28年７月10日（日）９：30～16：30

ところ　吉野川源流―水源地の森（森と水の源流

館集合・解散）

定　員　20名　小学生以上

参加費　一般4,000円　小中高生2,600円

※ただしバス代は主催者が負担します。

※参加費の一部は“環境協力金”として森守募金

にあてられます。

※「吉野川紀の川源流―水源地の森」は、一般の

方の入山はお断りしています。

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

６／12日・19日・26日

７／３日・10日・17日・18日・24日・31日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

匠　　の　　聚

ふるさと市開催日

森と水の源流館

■おはなしカーニバルin吉野

　屋外では人形劇や紙芝居。ホールでは劇団かか

し座による、カラフルで不思議な影絵劇「魔法つ

かいのおとぎばなし」の公演があります。

と　き　平成28年７月３日（日）

　　　　屋外イベント　11：00～

　　　　ホール公演　　14：00～（予定）

参加費　前売りチケット　500円

　　　　当日チケット　　600円

※森と水の源流館による森守募金キャンペーンを

同時開催！ 

《教育委員会事務局　℡ ０７４６―５２―０１４４》

川上総合センターやまぶきホール
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図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

７

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

６

月

「近世吉野林業史」

　子どもの頃から吉野林業を見て

育った著者の、四十数年における

吉野林業史研究の集大成。

　全国に冠たる発展を遂げたとい

う光の部分だけではなく、山林の

多くが村人の手から村外者の所有

に移っていったことや、大小多く

の材木商人が生成しては消滅して

いったなどの影の側面も明らかに

します。

谷 弥兵衛（著）

思文閣出版

【お問い合わせ】川上村立図書館　℡ ０７４６－５２－０１４４

　
図
書
館
で
は
、
土
倉
さ
ん
の
肖
像
画

が
鑑
賞
で
き
ま
す
。
こ
の
絵
が
完
成
し

た
の
は
、
土
倉
さ
ん
が
七
十
八
歳
で
大

往
生
を
遂
げ
た
そ
の
年
で
す
。

　
葬
儀
の
当
日
、
葬
列
が
邸
宅
か
ら
墓

ま
で
つ
づ
き
、
列
に
入
り
き
れ
な
い
人

の
群
れ
は
な
お
土
倉
邸
の
周
囲
に
立
ち

尽
く
し
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
た
く
さ
ん

の
人
々
に
慕
わ
れ
て
い
た
土
倉
さ
ん
。

　
生
前
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
人
々

は
、
何
と
か
土
倉
さ
ん
の
姿
を
残
せ
な

い
か
と
寄
付
を
集
め
、
現
在
の
宇
陀
市

在
住
で
あ
っ
た
画
家
さ
ん
に
制
作
を
依

頼
し
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
地
域
の

方
々
の
願
い
の
こ
も
っ
た
肖
像
画
、
ど

う
ぞ
じ
っ
く
り
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。　毎回テーマにそった本やオススメの本を

紹介しあい、なごやかに話をしています。

と　き　６月14日（火）テーマ「水」

７月14日（木）テーマ「旅」

ところ　図書館

じかん　19時～

　「一度見学してみたい」という方もお待

ちしています。お気軽にご参加ください。

夜の大人読書会

　小学校低学年から高校生まで、普段あまり本を読まない、読

書はするけど感想文って難しい！というみなさんのために、コ

ツを身につけられる本をご紹介します。

「読書感想文」が苦手なアナタ！

宮川 俊彦（著）　小学館

　本の読み方がわからない、本なんか大キライ、書くことが見

つからない…そんな読書感想文ぎらいのキミに、

読書感想文名人になるための攻略ポイントを、

ドラえもんの漫画でおもしろく解説。

「読書感想文がラクラク書けちゃう　　　

　　　　　－宮川俊彦のオタスケ授業－」

「親子でとりくむ読書感想文

　　－だれでも書ける楽しく書ける－」

　家族でコミュニケーションしながら読書感想文を書いてみよ

う！　選書から推敲までを丁寧に解説する

「書き方講座」を収録するほか、読書感想

文の効力、学校での読書感想文の書き方指

導にも触れる。

村上 淳子（著）　国土社
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森と水の源流館だより
TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

June, 2016　vol.163

川上村の名所・旧跡　其の三

「西河　蜻蛉の滝」… 俳人の松尾芭蕉（1644～1694年）、国学者の本居宣長

（1730～1801年）をはじめ、多くの著名人が訪れた名瀑。江戸時代のガイ

ドブック『大和名所図会』（1791年刊行）にも挿絵付で掲載され、吉野山や

宮滝と並んで江戸時代の吉野観光の目玉になっていました。

　
岩
か
ら
水
が
し
み
出
し
、
川
と
な
る

様
子
、
岩
の
上
に
生
え
る
モ
ミ
の
大
木

が
、
そ
の
成
長
過
程
で
岩
を
砕
い
て
い

る
様
子
な
ど
、
自
然
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
、
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
自
然
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
ほ

ど
、
不
思
議
な
造
形
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
デ
ザ

イ
ン
」
に
川
上
村
の
す
ば
ら
し
い
自
然

環
境
が
作
り
出
す
造
形
が
活
か
さ
れ
る

と
よ
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
自
然
と
親
し
む
機
会
が
少
な
い
学
生

も
い
て
、
こ
わ
ご
わ
と
森
を
歩
く
学
生

も
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
や
け
が

も
な
く
無
事
に
川
上
村
の
自
然
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。

　
５
月
７
日
に
大
阪
工
業
大
学
工
学
部

空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
新
入
生
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
川
上
村
研
修
で
、
水
源

地
の
森
を
一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。
役
場

ス
タ
ッ
フ
、
源
流
館
ス
タ
ッ
フ
の
他
、

環
境
省
吉
野
自
然
保
護
官
事
務
所
自
然

保
護
官
補
佐
の
協
力
で
、
森
の
大
切

さ
、
村
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
案

内
し
ま
し
た
。

　
５
月
の
水
源
地
の
森
は
新
緑
か
ら
深
緑
へ
一
気
に
進
む
季
節
で
す
。
し
か
し
、

落
葉
広
葉
樹
よ
り
一
足
遅
く
芽
吹
き
は
じ
め
た
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
常
緑
広
葉

樹
や
モ
ミ
、
ツ
ガ
な
ど
の
針
葉
樹
は
新
緑
の
や
わ
ら
か
い
葉
っ
ぱ
を
出
し
て
い
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
森
の
生
き
物
た
ち
が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

５月の水源地の森

自然の造形美を写真に収める学生たち

水のしみだす岩場

５
月
の
水
源
地
の
森

※村内の名所・旧跡を簡単に紹介します。エコツアーなどに活用できるように

情報を充実させたいと思います。

　
た
だ
い
ま
、
森
と
水
の
源
流
館
階

段
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
川
上
村
写
真
愛

好
会
「
猿
侯
」
さ
ん
に
よ
る
、
川
上

村
の
身
近
な
風
景
や
暮
ら
し
の
一
コ

マ
を
切
り
取
っ
た
写
真
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。
森
と
水
の
源
流
館
に
お

立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
6
月
30
日
（
木
）
ま
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
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みんなで考えよう！川上村の環境
その72　～皆で快適に暮らすために、ルールを守って犬を飼いましょう！～

多くの方は、これらのルールを守られていますが、今一度ご確認下さい。

飼い犬の登録はお済みですか？

狂犬病予防注射を受けましょう！

【問い合わせ先】水源地課　℡ ０７４６－５２－０１１１

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬の所有者は、その犬を所有してから30日以内に市町

村に犬の登録をし、鑑札の交付を受けなければなりません。

飼い犬の登録はお済みですか？
登録申請は、役場水源地課で受付けています。

登録の際、鑑札を交付します。

鑑札には、その犬に固有の番号が記されています。万が一、犬が脱走して

遠く離れた場所で保護されたような場合でも、鑑札が着いていれば、市町

村役場の登録記録と照合し、飼い主の方に連絡することが出来ます。

狂犬病予防注射

狂犬病

狂犬病予防法により、毎年１回、原則として４月から６月の間に

狂犬病予防注射を接種しなければなりません。川上村では、毎年

４月に集合注射会場を設け、登録を済まされた方には、役場から

事前にお知らせしています。集合注射以外でもお近くの動物病院

で接種することができます。

　　　　　は、全ての哺乳類に感染し、人が感染する場合、犬が主な感染源となっています。

　現在では、日本国内での狂犬病の発生は見られませんが、近隣諸国では蔓延し、アジア諸国

では年間３万人の人が亡くなっています。万が一日本で狂犬病が発生した場合に迅速な対応を

とるためにも、日頃から飼い犬がどこで何頭いるのかを登録によって把握しておくのは大変重

要です。

※登録されていない犬、狂犬病の予防注射を受けていない犬、鑑札や注射済票を装着していない犬は、

場合によっては保護・抑留の対象となり、飼い主には20万円以下の罰金の対象となります。

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本

となることをめざします。
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◆事業所　一般財団法人グリーンパークかわかみ

　　　　　（川上村迫「ホテル杉の湯」内）

◆勤務地　匠の聚（川上村東川135）

◆時　給　740円

◆出　勤　午前９時～午後５時まで（月20日間程度）

※土・日・祝日出勤できる方大歓迎

※未経験者可

◆待　遇　社会保険・雇用保険・交通費支給

（パートタイムのみ）

◆業　務　カフェでの調理及び接客、宿泊コテー

ジ清掃、その他雑務全般

☆アルバイトも同時募集しています。勤務日時や

時間等相談させていただきます。

　履歴書に写真貼付の上、匠の聚まで持参、もし

くは郵送してください。

【問い合わせ先】匠の聚　℡ ５３－２３８１

吉野川・紀の川流域協議会主催

◆と　き　７月30日（土）午前10時45分現地集合

（12時解散予定）※雨天決行

◆ところ　下市町森林公園やすらぎ村

◆参加料　無料

◆対　象　小学生の子どもとその保護者（10組程度）

（子どもと保護者合わせて１組は５人まで）

※応募者が多数の場合は抽選になります。

◆特　典　水の神様「丹生川上神社下社」

（下市町）の参拝

（希望者のみ、自由参加です。）

※午前９時45分に現地集合

（白と黒の２頭の神馬の見学など15分程度）

　参拝のご家族には、下市温泉明水館入館券、

入浴タオルをプレゼント

◆締　切　７月15日（金）

【問い合わせ先】水源地課　℡ ５２－０１１１

『夏休み親子わくわく木工工作
体験参加者募集』

～ 親子で「木工工作教室」を体験し、
夏の思い出を作りませんか！～

フルタイムパートスタッフ募集
（アルバイトも同時募集）

匠の聚で働いてみませんか？

【職　　種】看護師（一般）30名程度

　　　　　　　　　（推薦）20名

【応募資格】要確認

【試 験 日】

（一　般）①平成28年７月30日（土）

②平成28年８月27日（土）

③平成28年９月24日（土）

（推　薦）④平成28年８月20日（土）

【受付期間】

（一　般）①７月４日（月）～７月15日（金）

②８月１日（月）～８月12日（金） 

③８月29日（月）～９月９日（金）

（推　薦）④７月11日（月）～７月29日（金）

※詳細は下記までお問い合わせください

【問い合わせ先】

　南和広域医療企業団事務局

　　℡ ０７４７－５４－５０００

南和広域医療企業団職員募集

【資　　格】高卒見込みの者及び高卒後３年を経

過していない者

【受付期間】（インターネット申込受付期間）

平成28年６月20日（月）～６月29日（水）

※申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

（郵送・持参申込受付期間）

平成28年６月20日（月）～６月22日（水）

※要簡易書留、22日通信日付印有効

【提 出 先】人事院近畿事務局　〒553-8513

大阪市福島区福島1-1-60

【試 験 日】第１次試験９月４日（日）

第２次試験10月12日（水）～ 21 日（金）

【採 用 数】人事院ホームページに記載

【問い合わせ先】

大阪国税局人事第二課

　　℡ ０６－６９４１－５３３１

吉野税務署総務課

　　℡ ０７４６－３２－３３８５

税 務 職 員 募 集



21

広　報　　　　　　　　　　　　JUNE2016かわかみ

特
　
選
　
別べ

っ

嬪ぴ
ん

の
孫
自
慢
し
て
桐
の
花
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

［
評
］
昔
は
娘
が
生
ま
れ
る
と
桐
の
木
を
植
え
た
と
い
う
。
娘
が
嫁
入
り

　
　
　
す
る
頃
に
は
大
き
く
な
り
タ
ン
ス
を
作
っ
て
持
た
せ
た
と
の
事
。

　
　
　
孫
に
べ
た
べ
た
の
爺
の
こ
と
…
情
景
が
ほ
ほ
え
ま
し
く
目
に
浮
か
ぶ
。

大
三
輪
の
大
注
連
縄
に
緑
さ
す
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

空
映
す
長
谷
八
郷
の
植
田
澄
む
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

大
欅
一
五
〇
〇
年
の
若
葉
か
な
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

師
を
偲
ぶ
権
現
桜
花
は
葉
に
　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

杉
山
の
裾
を
乱
し
て
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

葉
桜
や
鐘
の
吊
ら
れ
て
天
神
社
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
清
子
（
大
　
滝
）

夏
に
散
る
落
葉
も
集
め
掃
き
ゐ
た
り
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

静
ま
れ
り
滝
蔵
の
宮
若
葉
風
　
　
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

葉
桜
や
余
韻
を
残
す
鐘
の
音
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

山
深
き
長
谷
の
奥
宮
朴
の
花
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

入
　
選
　
ろ
う
梅
に
昼
の
日
強
く
照
り
つ
け
て
　
　
　
　
上
田
　
明
子
（
北
塩
谷
）

吟
　
行
（
大
神
神
社
・
桜
井
小
夫
・
天
神
社
）

　６月の第２週は危険物安全週間です。

　「危険物」というと業務用に利用されていると思

いがちで一般家庭には無縁な印象がありますが、ガ

ソリンや灯油などの燃料はもちろん、ヘアースプ

レーやマニキュア、ペンキ、エアーゾール製品な

ど、身のまわりには「危険物」を利用した製品がた

くさんあり生活必需品となっています。

　次のような表示があれば危険物です。

　探してみると「えっ、こんなものまで！」と思う

ものに表示されていることにお気づきになるでしょ

う。「危険物」を利用した製品は、その取扱いや保

管方法を誤ると、思わぬ災害に発展するおそれがあ

ります。製品に書かれている使用上の注意事項をよ

く読み、事故を防ぎましょう。

吉野消防署　℡ 0746-32-1011　IP 0746-39-9107

危険物 決めろ無事故の ストライク

―平成28年度 危険物安全週間推進標語―

火気厳禁

第４類第１石油類 504ml

危険等級Ⅱ

火気厳禁

第４類第１石油類 504ml

危険等級Ⅱ

火気厳禁

第４類第１石油類 504ml

危険等級Ⅱ

火気注意

アルコール類（エタノール）95ml

危険等級Ⅱ

火気注意

アルコール類（エタノール）95ml

危険等級Ⅱ

矢

野

典

子

選

特
　
選
　
鉄
筋
の
梁
を
塒

ね
ぐ
ら

に
岩
燕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

［
評
］
動
詞
を
一
つ
も
使
わ
ず
省
略
を
き
か
し
て
も
情
景
が
鮮
明
。
〈
鉄

　
　
　
筋
の
梁
〉
と
い
う
冷
た
さ
を
出
し
て
、
意
外
な
と
こ
ろ
の
塒
に
注

　
　
　
目
し
た
点
が
新
し
い
。

特
　
選
　
栂と

が

椹
さ
わ
ら

芽
吹
く
傍
辺
に
安
騎
生
句
碑
　
　
　
　

阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

［
評
］
栂
椹
の
分
布
も
紀
州
半
島
と
四
国
に
の
み
と
い
う
地
形
も
、
姿
勢

　
　
　
良
く
格
調
・
風
格
を
も
っ
た
樹
。
そ
し
て
、
安
騎
生
先
生
も
好
ま

　
　
　
れ
た
樹
が
句
に
云
い
止
め
ら
れ
て
い
て
な
つ
か
し
い
。

　このたびの平成28年熊本地震の被災者救援の

ため、村内に募金箱を設置していました。

　５月25日現在、皆さんのご協力で７万6,923

円の募金がありました。

　引き続き募金箱は、平成28年６月24日まで設

置しておりますので、ご支援ご協力のほどお願

い申し上げます。

【問い合わせ先】住民福祉課　℡ ５２－０１１１

募 金 協 力 の 御 礼

　奈良県では７月１日から７月31日までの１ヶ

月間を「愛の血液助け合い運動」として献血を

呼びかけています。

　川上村でも街頭献血キャンペーンを実施します。

と　き　７月４日（月）10：00～12：00

ところ　役場前

　一人でも多くの方のご協力をお願いします。

【問い合わせ先】

住民福祉課　℡ ５２－０１１１

献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください
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5月31日現在

人口総数 1,528　人 （＋５　人 ）

　 男　 　 732　人 （＋４　人 ）

　 女　 　 796　人 （＋１　人 ）

世 帯 数　 841世帯（＋４世帯）

５月中の異動

転　入 ９人　　　転　出 ６人

出　生 ３人　　　死　亡 １人

2016

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

　
川
上
村
で
は
「
川
上
村
応
援
寄
附
」

と
称
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
方
か
ら
寄
附
金
が
あ
り
ま
し
た
。

３
万
円
　
匿
名
希
望

１
万
円
　
伊
藤
　
美
夫
　
様

１
万
円
　
伊
藤
　
恭
子
　
様

１
万
円
　
横
浜
　
洋
子
　
様

川
上
村
応
援
寄
附
金

藤
田
　
久
和
　
（
西
　
河
）

5
月
１
日
　
90
歳

　
村
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ

た
「
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
」
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
人
口

減
少
を
抑
え
、
し
ご
と
や
子
育
て
、
医

療
や
福
祉
の
充
実
を
目
的
と
し
た
『
川

上
村
総
合
戦
略
』
を
策
定
し
、
住
み
つ

づ
け
ら
れ
る
集
落
づ
く
り
・
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
「
東
部
地
区
暮
ら
し
が

続
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
北
和
田
）
を
拠

点
と
し
た
事
業
の
展
開
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
に
は
、
買
い
物
や
娯

楽
、
生
き
が
い
が
大
切
で
す
。
す
べ
て

の
集
落
で
移
動
ス
ー
パ
ー
を
走
ら
せ
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
も
、
ど
ん
ど
ん
利

用
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
に

繋
が
り
、
村
民
の
新
し
い
仕
事
も
生
ま

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
今
月
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
推
進
室

℡

５
２
・
０
１
１
１

拠点となるふれあいセンター

プロジェクト会議には民間団体も参加しています

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す


